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ファブリックおよびインターフェイス設定
ACIファブリックを形成するために、Cisco Nexus 9000シリーズACIモードスイッチは、APICコ
ントローラを管理するリーフ/スパイン型「Clos」のトポロジで展開されます。各リーフノード
は、リーフノード間で接続のないすべてのスパインノードに接続されます。リーフ/スパイン型
ノード間の相互接続リンクは、ファブリックリンクと呼ばれ、各ポートはファブリックポートと

呼ばれます。ファブリックポートは、自動検出され、工場出荷時のデフォルト設定が、ファブ

リックの立ち上げ中に適用されるため、正常に動作するためのユーザ設定を必要としません。す

べてのエンドポイントデバイスは、アクセスポートを通じてリーフノードに接続されます。ア

クセスポートは、NX-OSスイッチと同様に設定する必要があります。ファブリックおよびアクセ
スポートともに、NX-OSと同様に、インターフェイスで表されます。

リーフ/スパイン型ノードは、ACIモデルのさまざまなオブジェクトと見なされ、ポリシーのさま
ざまなセットをサポートします。CLIでは、これらのノードはそれぞれ、リーフ/スパインとして
表されますが、一般には両方ともノードと呼ばれます。リーフ/スパイン型ノード値は、ファブ
リックのすべてのポッド全体で一意です。FEXモジュールは、リーフノードに接続されている場
合、各リーフ内での一意のFEX ID値を持っています。たとえば、2つのリーフノードに、それぞ
れ FEX 101を付けることができます。
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インターフェイス名

ACIファブリックでは、ほとんどのインターフェイス設定は、物理ポート、ポートチャネル、vPC
（リーフノードに直接接続されているか、FEXモジュールを通じて接続されている）で実行され
ます。各インターフェイスタイプの一般的なコマンド構文を次の表に示します。

例コマンド構文インターフェイスタイプ

interface eth 1/1interface ethernet slot/portPort

interface eth 101/1/1interface ethernet fex-id/slot/portFEX Port

interface port-channel foointerface port-channel namePort-channel

interface port-channel foo fex 101interface port-channel
namefexfex-id

FEX Port-channel

interface vpc foointerface vpc nameVirtual Port-channel (VPC)

interface vpc foo fex 101 102interface vpc namefex fex-afex-bvPC over FEX

リーフノードでの物理ポートの設定
次の例のコマンドでは、RESTAPI/SDKおよびGUIと完全な互換性がある多数の管理対象オブジェ
クト（MO）を ACIポリシーモデルで作成します。ただし、CLIユーザは ACIモデル内部ではな
く意図したネットワーク設定に注力できます。

次の図に、リーフノードに直接のイーサネットポート、またはリーフノードに接続された FEX
モジュールの例と、CLIでそれぞれがどのように表示されるのかを示します。FEXポートでは、
fex-idはポート自体の名前に ethernet 101/1/1として含まれます。インターフェイス範囲を記述す
る際は、ethernetキーワードを NX-OSで繰り返す必要はありません。例：interface ethernet
101/1/1-2, 102/1/1-2.
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•リーフノードの ID番号はグローバルです。

• fex-id番号は各リーフにローカルです。

•キーワード ethernetの後のスペースに注意してください。

手順の概要

1. configure
2. leafnode-id
3. interfacetype
4. （任意） fex associatenode-id
5. speedspeed

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するリーフを指定します（複数可）。node-idは、設定を適
用する単一のノード ID、または node-id1-node-id2形式の IDの範
囲にすることができます。

leafnode-id

例：
apic1(config)# leaf 102

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定します。インターフェイスタ

イプと IDを指定できます。イーサネットポートの場合は、
「ethernet slot / port」を使用します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# interface
ethernet 1/2

ステップ 3   

（任意）設定するインターフェイスがFEXインターフェイスの
場合、このコマンドを使用して、設定前にFEXモジュールをリー
フノードに接続する必要があります。

この手順はFEXポートを使用してポートチャネルを作
成する前に行う必要があります。

（注）

fex associatenode-id

例：
apic1(config-leaf-if)# fex
associate 101

ステップ 4   

ここでの速度設定は一例です。ここでは、以下の表に示す任意

のインターフェイス設定を設定できます。

speedspeed

例：
apic1(config-leaf-if)# speed 10G

ステップ 5   

次の表に、この時点で設定できるインターフェイス設定を示します。

目的コマンド

物理インターフェイスをシャットダウンします[no] shut

物理インターフェイスの速度を設定します[no] speed speedValue

リンクでバウンスを設定します[no] link debounce time time

ネゴシエートを設定します[no] negotiate auto

CiscoDiscovery Protocol（CDP）を無効または有
効にします

[no] cdp enable

Mis-Cabling Protocol（MCP）を無効または有効
にします

[no] mcp enable

物理インターフェイスの送信を設定します[no] lldp transmit

物理インターフェイスの LLDP受信を設定しま
す

[no] lldp receive

スパニングツリー BPDUを設定しますspanning-tree {bpduguard | bpdufilter} {enable |
disable}

ストーム制御（パーセント）を設定します[no] storm-control level percentage [ burst-rate
percentage ]
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目的コマンド

ストーム制御（秒当たりのパケット）を設定し

ます

[no] storm-control pps packets-per-second burst-rate
packets-per-second

例

リーフノードに 1つのポートを設定します。次に、プロパティ speed、cdp、および admin stateに
ついてリーフ 101のインターフェイス eth1/2を設定する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/2
apic1(config-leaf-if)# speed 10G
apic1(config-leaf-if)# cdp enable
apic1(config-leaf-if)# no shut

複数のリーフノードの複数のポートを設定します。次に、リーフノード 101～ 103のそれぞれの
インターフェイス eth1/1-10での速度設定の例を示します。

apic1(config)# leaf 101-103
apic1(config-leaf)# interface eth 1/1-10
apic1(config-leaf-if)# speed 10G

リーフノードに FEXを接続します。次に、リーフノードに FEXモジュールを接続する例を示し
ます。NX-OSとは異なり、リーフポートEth1/5は暗黙的にファブリックポートとして設定され、
FEXファブリックポートチャネルはFEXアップリンクポートで内部で作成されます。ACIでは、
FEXファブリックポートチャネルはデフォルト設定を使用し、ユーザ設定は使用できません。

次の例に示すように、この手順は FEXポートを使用してポートチャネルを作成する前に行う
必要があります。

（注）

apic1(config)# leaf 102
apic1(config-leaf)# interface eth 1/5
apic1(config-leaf-if)# fex associate 101

リーフノードに接続した FEXポートを設定します。次に、リーフノード 102～ 103のそれぞれ
に接続した FEXモジュール 101のインターフェイス eth1/1-10での速度設定の例を示します。FEX
ID101はポート IDに含まれています。FEXIDは101から始まり、リーフに対してローカルです。

apic1(config)# leaf 102-103
apic1(config-leaf)# interface eth 101/1/1-10
apic1(config-leaf-if)# speed 1G

リーフノードでのポートチャネルの設定
ポートチャネルはNX-OSの論理インターフェイスです。これは、複数の物理ポートのために帯域
幅を集約するだけでなく、リンク障害時の冗長性を確保する目的でも使用されます。NX-OSにお
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けるポートチャネルインターフェイスは、ノード内では一意となる、1～ 4096の範囲でユーザが
指定した番号によって識別されます。ポートチャネルインターフェイスは、（interfaceport-channel
コマンドを使用して）明示的に設定するか、または（channel-groupコマンドを使用して）暗黙的
に作成します。ポートチャネルインターフェイスの設定は、ポートチャネルのすべてのメンバー

ポートに適用されます。特定の互換性パラメータ（速度など）は、メンバーポートでは設定でき

ません。

ACIモデルでは、ポートチャネルは論理エンティティとして設定され、1つ以上のリーフノード
でポートセットに割り当てることができるポリシーのコレクションを表す名前によって識別され

ます。このような割り当てによって各リーフノードにポートチャネルインターフェイスが 1個作
成されます。これは、リーフノード内の 1～ 4096の範囲で自動生成される番号によって識別さ
れます。同じポートチャネル名を持つノード間では、番号を同じにすることも、分けることもで

きます。これらのポートチャネルのメンバーシップも同様に、同じにすることも分けることもで

きます。FEXポート上にポートチャネルが作成されるときは、同じポートチャネル名を使用して、
リーフノードに接続されている各 FEXに対して 1つのポートチャネルインターフェイスを作成
することができます。したがって、N個のFEXモジュールに接続されている各リーフノードには
最大でN+1個の一意のポートチャネルインターフェイス（自動生成されるポートチャネル番号で
識別される）を作成できます。これは以下の例で説明します。FEXポートのポートチャネルは、
fex-idとポートチャネル名を指定することによって識別されます（例：interface port-channel foo
fex 101）。

•各リーフがN個の FEXノードに接続されているときは、ポートチャネル fooのリーフごとに
N+1個のインスタンスが可能です。

•リーフポートおよび FEXポートを同じポートチャネルインスタンスの一部にすることはで
きません。

•各 FEXノードはポートチャネル fooのインスタンスを 1つだけ持つことができます。
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手順の概要

1. configure
2. templateport-channelchannel-name
3. channel-modeactive
4. exit
5. leafnode-id
6. interfacetype
7. [no]channel-groupchannel-name
8. （任意） lacpport-prioritypriority

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

新しいポートチャネルを作成するか、既存のポートチャネルを設

定します（グローバルコンフィギュレーション）。

templateport-channelchannel-name

例：
apic1(config)# template
port-channel foo

ステップ 2   

channel-modeコマンドは、NX-OSの channel-groupコ
マンドのmodeオプションに相当します。ただし、ACI
ではこれは（メンバーポートではなく）ポートチャネ

ルでサポートされます。

（注）channel-modeactive

例：
apic1(config-if)# channel-mode
active

ステップ 3   

設定モードに戻ります。exit

例：
apic1(config-if)# exit

ステップ 4   

設定するリーフを指定します（複数可）。node-idは、設定を適
用する単一のノード ID、または node-id1-node-id2形式の IDの範
囲にすることができます。

leafnode-id

例：
apic1(config)# leaf 101

ステップ 5   

ポートチャネルに設定するインターフェイスまたはインターフェ

イスの範囲を指定します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# interface
ethernet 1/1-2

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲をポートチャネ

ルに割り当てます。ポートチャネルからインターフェイスを削除

[no]channel-groupchannel-name

例：
apic1(config-leaf-if)#
channel-group foo

ステップ 7   

するには、キーワード noを使用します。インターフェイス上か
らポートチャネルの割り当てを変更する場合は、以前のポート

チャネルからインターフェイスを最初に削除することなく

channel-groupコマンドを入力することができます。

（任意）

この設定とその他のポート単位の LACPプロパティは、この時
点でポートチャネルのメンバーポートに適用できます。

lacpport-prioritypriority

例：

apic1(config-leaf-if)# lacp

ステップ 8   

ACIモデルでは、これらのコマンドはポートがポート
チャネルのメンバーになった後でのみ使用できます。

ポートがポートチャネルから削除された場合、これら

のポート単位のプロパティの設定も削除されます。

（注）
port-priority 1000
apic1(config-leaf-if)# lacp rate
fast

次の表に、ACIモデルでポートチャネルプロパティのグローバルコンフィギュレーションを行
うためのさまざまなコマンドを示します。これらのコマンドは、（config-leaf-if）CLIモードで特
定のリーフのポートチャネルのオーバーライドを設定するためにも使用できます。ポートチャネ

ル上から行った設定は、すべてのメンバーポートに適用されます。

機能CLI 構文

ポートチャネルの速度を設定します[no] speed <speedValue>

ポートチャネルのリンクデバウンスを設定しま

す

[no] link debounce time <time>

ポートチャネルのネゴシエートを設定します[no] negotiate auto

ポートチャネルの CDPを無効または有効にし
ます

[no] cdp enable

ポートチャネルのMCPを無効または有効にし
ます

[no] mcp enable

ポートチャネルの送信を設定します[no] lldp transmit

ポートチャネルの LLDP受信を設定します[no] lldp receive

スパニングツリー BPDUを設定しますspanning-tree <bpduguard | bpdufilter> <enable |
disable>

『Cisco APIC NX-OS Style Command-Line Interface Configuration Guide』
8

ファブリックとインターフェイスの設定

リーフノードでのポートチャネルの設定



機能CLI 構文

ストーム制御（パーセント）を設定します[no] storm-control level <percentage> [ burst-rate
<percentage> ]

ストーム制御（秒当たりのパケット）を設定し

ます

[no] storm-control pps <packet-per-second> burst-rate
<packets-per-second>

ポートチャネルのリンクのLACPモードを設定
します

[no] channel-mode { active | passive | on| mac-pinning
}

リンクの最小数を設定します[no] lacp min-links <value>

リンクの最大数を設定します[no] lacp max-links <value>

ホットスタンバイポートの LACP高速セレク
トを設定します

[no] lacp fast-select-hot-standby

LACPグレースフルコンバージェンスを設定し
ます

[no] lacp graceful-convergence

LACPロード遅延メンバーポートを設定します[no] lacp load-defer

LACP個別ポートの中断を設定します[no] lacp suspend-individual

LACPポートプライオリティを設定します[no] lacp port-priority

LACPレートを設定します[no] lacp rate

例

ポートチャネル（グローバルコンフィギュレーション）を設定します。速度およびチャネルモー

ドの 2つの設定を含むポリシーのコレクションを表す論理エンティティ「foo」を作成します。必
要に応じてより多くのプロパティを設定できます。

channel modeコマンドは、NX-OSの channel groupコマンドのmodeオプションに相当します。
ただし、ACIではこれは（メンバーポートではなく）ポートチャネルでサポートされます。

（注）

(config)# template port-channel foo
(config-if)# speed 10G
(config-if)# channel-mode active

FEXのポートチャネルにポートを設定します。この例では、ポートチャネル fooはリーフノード
102に接続されている FEX 101のポートイーサネット 1/1-2に割り当てられ、ポートチャネル foo
のインスタンスを作成します。リーフノードは番号（例えば 1002）を自動生成し、スイッチの
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ポートチャネルを識別します。このポートチャネル番号は、作成されたポートチャネル fooのイ
ンスタンス数とは無関係で、リーフノード 102に固有のものです。

リーフノードに FEXモジュールを接続する設定は、FEXポートを使用してポートチャネルを
作成する前に実行する必要があります。

（注）

(config)# leaf 102
(config-leaf)# interface ethernet 101/1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo

リーフ 102では、このポートチャネルインターフェイスを interface port-channel foo FEX 101で呼
ぶこともできます。

(config)# leaf 102
(config-leaf)# interface port-channel foo fex 101
(config-leaf)# shut

複数のリーフノードでポートチャネルにポートを設定します。この例におけるポートチャネル

fooは、101～103の各リーフノード内にあるイーサネット1/1-2ポートに割り当てられます。リー
フノードは各ノードで固有の番号（ノード間で同一または分けることができる）を自動生成し、

ポートチャネルインターフェイスとして機能します。

(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface ethernet 1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo

ポートチャネルにメンバーを追加します。この例では、各リーフノードのポートチャネルに 2つ
のメンバー eth1/3-4を追加し、各ノードのポートチャネル fooがメンバー eth 1/1-4を持つように
します。

(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface ethernet 1/3-4
(config-leaf-if)# channel-group foo

ポートチャネルからメンバーを削除します。この例は、各リーフノードでポートチャネル fooか
ら 2つのメンバー eth1/2、eth1/4を削除し、各ノードのポートチャネル fooがメンバー eth 1/1、
eth1/3を持つようにします。
(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface eth 1/2,1/4
(config-leaf-if)# no channel-group foo

複数のリーフノードで異なるメンバーを持つポートチャネルを設定します。次に、同じポート

チャネル fooポリシーを使用して、リーフごとにメンバーポートが異なる複数のリーフノードで
ポートチャネルインターフェイスを作成する例を示します。リーフノードのポートチャネル番号

は、同じポートチャネル fooに対して同一にすることも別々にすることもできます。ただし CLI
では、設定は interface port-channel fooで参照されます。FEXポートにポートチャネルが設定され
ている場合は、interface port-channel foo fex <fex-id>で参照されます。
(config)# leaf 101
(config-leaf)# interface ethernet 1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo
(config-leaf-if)# exit
(config-leaf)# exit
(config)# leaf 102
(config-leaf)# interface ethernet 1/3-4
(config-leaf-if)# channel-group foo
(config-leaf-if)# exit
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(config-leaf)# exit
(config)# leaf 103
(config-leaf)# interface ethernet 1/5-8
(config-leaf-if)# channel-group foo
(config-leaf-if)# exit
(config-leaf)# interface ethernet 101/1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo

LACPのポート単位のプロパティを設定します。次に、LACPのポート単位のプロパティについて
ポートチャネルのメンバーポートを設定する例を示します。

ACIモデルでは、これらのコマンドはポートがポートチャネルのメンバーになった後でのみ
使用できます。ポートがポートチャネルから削除された場合、これらポート単位のプロパティ

設定も削除されます。

（注）

(config)# leaf 101
(config-leaf)# interface ethernet 1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo
(config-leaf-if)# lacp port-priority 1000
(config-leaf-if)# lacp rate fast

ポートチャネルの管理状態を設定します。この例におけるポートチャネル fooは、channel-group
コマンドを使用することで、101～ 103の各リーフノードに対して設定されます。ポートチャネ
ルの管理状態はポートチャネルインターフェイスを使用してリーフごとに設定できます。ACIモ
デルでは、ポートチャネルの管理状態をグローバルスコープで設定することはできません。

// create port-channel foo in each leaf
(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface ethernet 1/3-4
(config-leaf-if)# channel-group foo

// configure admin state in specific leaf
(config)# leaf 101
(config-leaf)# interface port-channel foo
(config-leaf-if)# shut

オーバーライド設定は、他のプロパティを共有しながら各リーフのポートチャネルインターフェ

イスに特定の VLANドメインを割り当てる場合などにとても便利です。
// configure a port channel global config
(config)# interface port-channel foo
(config-if)# speed 1G
(config-if)# channel-mode active

// create port-channel foo in each leaf
(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface ethernet 1/1-2
(config-leaf-if)# channel-group foo

// override port-channel foo in leaf 102
(config)# leaf 102
(config-leaf)# interface port-channel foo
(config-leaf-if)# speed 10G
(config-leaf-if)# channel-mode on
(config-leaf-if)# vlan-domain dom-foo

次の例では、channel-groupコマンドを使用することで、ポートのポートチャネル割り当てを変更
します。他のポートチャネルに割り当てる前にポートチャネルのメンバーシップを削除する必要

はありません。

(config)# leaf 101-103
(config-leaf)# interface ethernet 1/3-4
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(config-leaf-if)# channel-group foo
(config-leaf-if)# channel-group bar

リーフノードでのバーチャルポートチャネルの設定
バーチャルポートチャネル（vPC）は、2つのアップストリームのリーフノードへのホストまた
はスイッチの接続を可能にして帯域幅の使用率と可用性を向上できる、ポートチャネルの拡張機

能です。NX-OSでは、vPC設定は 2つのアップストリームスイッチ内でそれぞれ行い、スイッチ
間のピアリンクを使用して設定が同期されます。ACIモデルはピアリンクを必要とせず、vPC設
定は両方のアップストリームのリーフノードに対してグローバルに行うことができます。ACIで
は vpc contextと呼ばれるグローバルコンフィギュレーションモードが導入されており、vPCイ
ンターフェイスは両方のリーフノードにグローバルコンフィギュレーションを適用可能にする

interface vpcタイプを使用して表されます。

ACIモデルの vPCでは、リーフポートを使用する vPCと、FEXポート上の vPCという 2つの異
なるトポロジがサポートされます。リーフノードのペア間では多数の vPCインターフェイスを作
成することができます。同様に、ストレート型トポロジのリーフノードペアに接続された FEX
モジュールのペア間でも多数の vPCインターフェイスを作成できます。

vPCの考慮事項は次のとおりです。

•使用する vPC名はリーフノードペア間で一意です。たとえば、リーフペア（FEX有り、ま
たは無し）ごとに作成できる「foo」という vPCは 1つだけです。

•リーフポートおよび FEXポートを同じ vPCに混在させることはできません。

•各 FEXモジュールは、単一の「foo」vPCインスタンスにのみ含めることができます。

• vPCコンテキストにより設定できます。

• vPC contextモードでは、特定のリーフペアについて、あらゆる vPCの設定を行うことがで
きます。FEX上の vPCでは、次の 2つの互換性のある例に示すように、fex-idペアを vPCコ
ンテキストに対して、または vPCインターフェイスと共に指定する必要があります。

(config)# vpc context leaf 101 102
(config-vpc)# interface vpc bar fex 101 101

または

(config)# vpc context leaf 101 102 fex 101 101
(config-vpc)# interface vpc bar

ACIモデルでは、vPC設定は（以下の例に示すように）次の手順で行います。

1 vPCドメイン構成（グローバル設定）

2 vPCのポートチャネルの設定（グローバル設定）

3 リーフノードでの vPCへのポートの設定

4 vpc contextでの vPCの L2、L3の設定
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手順の概要

1. configure
2. vpcdomainexplicitdomain-idleafnode-id1node-id2
3. peerdeadintervalvalue
4. exit
5. templateport-channelchannel-name
6. lacpmodeactive
7. exit
8. leafnode-id1node-id2
9. interfacetype
10. [no]channel-groupchannel-namevpc
11. exit
12. exit
13. vpccontextleafnode-id1node-id2
14. interfacevpcchannel-name
15. （任意） [no]shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

リーフノードのペア間の vPCドメインを設定します。
リーフノードのペアとともに明示モードで vPCドメイ
ン IDを指定できます。

vpcdomainexplicitdomain-idleafnode-id1node-id2

例：
apic1(config)# vpc domain explicit 1 leaf
101 102

ステップ 2   

vPCドメインを設定するための代替コマンドは次のとお
りです。

• vpcdomain [consecutive | reciprocal]

consecutiveオプションと reciprocalオプションによ
り、ACIファブリックのすべてのリーフノードで
vPCドメインの自動設定を行うことができます。

• vpcdomainconsecutivedomain-startleafstart-nodeend-node

このコマンドは、選択した一連のリーフノードペ

アに対して連続的に vPCドメインを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

ルータがネイバーをダウンとして宣言する前の、ネイ

バーからの helloパケット間の間隔です。この値は、特
peerdeadintervalvalue

例：
apic1(config-vpc)# peer dead interval 10

ステップ 3   

定のネットワーク上の全ネットワーキングデバイスに

対して同じにする必要があります。小さいデッドイン

ターバル（秒）を指定すると、ネイバーのダウンがより

早く検出され、収束効率が高まりますが、ルーティング

が不安定になる可能性があります。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：
apic1(config-vpc)# exit

ステップ 4   

新しいポートチャネルを作成するか、既存のポートチャ

ネルを設定します（グローバルコンフィギュレーショ

ン）。

templateport-channelchannel-name

例：
apic1(config)# template port-channel foo

ステップ 5   

すべての vPCは各リーフペアのポートチャネルとして
設定されます。同じ vPCのリーフペアには同じポート
チャネル名を使用する必要があります。このポートチャ

ネルを使用すると、リーフノードの 1つ以上のペア間
の vPCを作成できます。この vPCのインスタンスは各
リーフノードに 1つだけになります。

ポートチャネルは vPCの LACPアクティブ
モードである必要があります。

（注）lacpmodeactive

例：
apic1(config-if)# lacp mode active

ステップ 6   

設定モードに戻ります。exit

例：
apic1(config-if)# exit

ステップ 7   

設定するリーフのペアを指定します。leafnode-id1node-id2

例：
apic1(config)# leaf 101-102

ステップ 8   

ポートチャネルに設定するインターフェイスまたはイ

ンターフェイスの範囲を指定します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# interface ethernet
1/3-4

ステップ 9   

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲をポー

トチャネルに割り当てます。ポートチャネルからイン

[no]channel-groupchannel-namevpc

例：
apic1(config-leaf-if)# channel-group foo
vpc

ステップ 10   

ターフェイスを削除するには、キーワード noを使用し
ます。インターフェイス上からポートチャネルの割り当
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目的コマンドまたはアクション

てを変更する場合は、以前のポートチャネルからイン

ターフェイスを最初に削除することなく channel-group
コマンドを入力することができます。

このコマンドの vpcキーワードによってポー
トチャネルが vPCになります。vPCがまだ存
在しない場合は、vPC IDが自動的に生成さ
れ、すべてのメンバーリーフノードに適用さ

れます。

（注）

exitステップ 11   

例：
apic1(config-leaf-if)# exit

exitステップ 12   

例：
apic1(config-leaf)# exit

vpc contextモードでは、vPCの設定を両方のリーフノー
ドペアに適用できます。

vpccontextleafnode-id1node-id2

例：
apic1(config)# vpc context leaf 101 102

ステップ 13   

interfacevpcchannel-nameステップ 14   

例：
apic1(config-vpc)# interface vpc blue fex
102 102

（任意）

vpc contextの管理状態の設定では、両方のリーフノー
ドに対して 1つのコマンドで vPCの管理状態を変更で
きます。

[no]shutdown

例：
apic1(config-vpc-if)# no shut

ステップ 15   

次に、基本的な vPCを設定する例を示します。

apic1(config)# vpc domain explicit 1 leaf 101 102
apic1(config)# template port-channel foo
apic1(config-if)# lacp mode active
apic1(config-if)# exit
apic1(config)# leaf 101-102
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/3-4
apic1(config-leaf-if)# channel-group foo vpc
apic1(config-leaf-if)# exit

次に、FEXポートを使用して vPCを設定する例を示します。

apic1(config-leaf)# interface ethernet 101/1/1-2
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apic1(config-leaf-if)# channel-group bar vpc
apic1(config)# vpc context leaf 101 102
apic1(config-vpc)# interface vpc foo
apic1(config-vpc-if)# exit
apic1(config-vpc)# interface vpc red fex 101 101
apic1(config-vpc-if)# switchport
apic1(config-vpc-if)# exit
apic1(config-vpc)# interface vpc blue fex 102 102
apic1(config-vpc-if)# shut

インターフェイスのポリシーグループの設定
データセンターネットワークでは、多数のインターフェイスの設定が複数のノードで同じである

ことがよくあります。ACIポリシーモデルでは、複数のリーフノードにまたがるインターフェイ
スのグループによって共有されるポリシーグループを作成することでこれを実現できます。ポリ

シーグループはポートチャネルと同様に名前で識別されますが、ポートチャネルではポートのグ

ループで共有されるポリシーがリーフごとに 1つの論理インターフェイスを作成するのに対し、
ポリシーグループではポリシーを共有するポートの各々が個別の物理インターフェイスとなりま

す。ポリシーグループの概念は、NX-OSのポートプロファイルとよく似ています。

手順の概要

1. configure
2. templatepolicy-grouppolicy-group-name
3. （コンフィギュレーションコマンドの適用）
4. exit
5. leafnode-id
6. interfacetype
7. [no]policy-grouppolicy-group-name[force]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

新しいポリシーグループを作成するか、既存のポリシーグルー

プを編集します。

templatepolicy-grouppolicy-group-name

例：
apic1(config)# template policy-group
pg1

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

これらの手順の最後の表に、インターフェイスのポリシーグ

ループの設定のためのさまざまなコマンドを示します。

（コンフィギュレーションコマンドの

適用）

例：

apic1(config-pol-grp-if)# speed 10G

ステップ 3   

apic1(config-pol-grp-if)# cdp enable

設定モードに戻ります。exit

例：
apic1(config-pol-grp-if)# exit

ステップ 4   

設定するリーフを指定します（複数可）。node-idは、設定を
適用する単一のノード ID、または node-id1-node-id2形式の ID
の範囲にすることができます。

leafnode-id

例：
apic1(config)# leaf 101-103

ステップ 5   

ポリシーグループを適用するインターフェイスまたはインター

フェイスの範囲を指定します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# interface
ethernet 1/1-24

ステップ 6   

インターフェイスまたはインターフェイスの範囲にポリシーグ

ループを適用します。インターフェイスからポリシーグループ

[no]policy-grouppolicy-group-name[force]

例：
apic1(config-leaf-if)# policy-group
pg1

ステップ 7   

を削除するには、キーワード noを使用します。インターフェ
イスのオーバーライド設定をすべて削除するには、キーワード

forceを使用します。

指定したポリシーグループがこのコマンドの前に設定されてい

ない場合、このコマンドは暗黙的にポリシーグループを作成し

ません。ただし、グローバルスコープでポリシーグループが

設定されると、ポリシーグループはインターフェイスに適用さ

れます。

インターフェイスのポリシーグループの割り当てを変更する場

合は、最初にインターフェイスから以前のポリシーグループを

削除することなくpolicy-groupコマンドを入力することができ
ます。

インターフェイスにポリシーグループを適用してか

らポートチャネルにインターフェイスを割り当てる

場合、インターフェイスはポリシーグループ設定を

失い、ポートチャネルのポリシーが適用されます。

（注）

次の表に、インターフェイスのポリシーグループの設定のためのさまざまなコマンドを示します。
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機能CLI 構文

物理インターフェイスの速度を設定します[no] speed <speedValue>

物理インターフェイスのリンクでバウンスを設

定します

[no] link debounce time <time>

物理インターフェイスのネゴシエートを設定し

ます

[no] negotiate auto

物理インターフェイスの CDPを無効または有
効にします

[no] cdp enable

物理インターフェイスのMCPを無効または有
効にします

[no] mcp enable

物理インターフェイスの LLDP送信を設定しま
す

[no] lldp transmit

物理インターフェイスの LLDP受信を設定しま
す

[no] lldp receive

スパニングツリー BPDUを設定しますspanning-tree <bpduguard | bpdufilter> <enable |
disable>

ストーム制御（パーセント）を設定します[no] storm-control level <percentage> [ burst-rate
<percentage> ]

ストーム制御（秒当たりのパケット）を設定し

ます

[no] storm-control pps <packet-per-second> burst-rate
<packets-per-second>

次に、ポリシーグループを設定し、リーフノード 101～ 103のそれぞれのポートの範囲に適用す
る例を示します。各リーフでポリシーグループを共有するポートのそれぞれがポリシーグループ

pg1で定義されているのと同じ設定を持ちます。

apic1# configure
apic1(config)# template policy-group pg1
apic1(config-pol-grp-if)# speed 10G
apic1(config-pol-grp-if)# cdp enable
apic1(config-pol-grp-if)# exit
apic1(config)# leaf 101-103
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/1-24
apic1(config-leaf-if)# policy-group pg1
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インターフェイスのオーバーライドの設定
ポリシーグループが多数のインターフェイスで使用される場合、割り当てられたポリシーグルー

プ内で設定をオーバーライドできる特定のプロパティに対して、一連のポートを設定するオプショ

ンが役立つことがあります。オーバーライド設定は、ポートがポリシーグループに割り当てられ

ている場合にのみ使用できます。オーバーライド設定は、ポートチャネルのメンバーポートでは

使用できません。ポートがポートチャネルに追加されると、オーバーライド設定は自動的に削除

されます。ただし、オーバーライドが設定されているポートにポリシーグループが割り当てられ

る限り、オーバーライド設定は自動的に削除されません。ユーザは、必要に応じてpolicy-groupコ
マンドの forceオプションを使用してオーバーライド設定の削除を決定することができます。

グループポリシーの割り当てがポートから削除されるとき、オーバーライド設定（存在する場合）

は変更されません。同様に、ポートが（forceオプションを使用せずに）別のポリシーグループに
割り当てられた場合も、オーバーライド設定は変更されません。オーバーライド設定は設定され

ると有効になり、ユーザがオーバーライドのきのすべてのプロパティにデフォルト値を割り当て

た場合でも削除されません。オーバーライド設定を削除する場合、ユーザは forceオプションを使
用することで、グループポリシーの割り当てを再適用することができます。ただし、forceオプ
ションは show running-configでは表示されません。これは ACIモデルでオーバーライド設定を削
除するためだけに使用されます。

ACIモデルでは、1つ以上のプロパティを含むポリシーに対してオーバーライドを設定できます。
ポリシーに複数のプロパティがある場合、ポリシー内の 1つのプロパティだけをオーバーライド
することはできません。CLIフレームワークでは、対応するポリシーに複数のプロパティがある
プロパティをユーザがオーバーライドしようとした際に、曖昧さを回避するため、ポリシー内の

他のすべてのプロパティ（オーバーライドプロパティを除く）をオーバーライド設定に暗黙的に

コピーします。このような設定の暗黙のコピーは値（デフォルト値を含む）に関係なく show
running-configの出力に反映されます。また、コピーはオーバーライドポリシーの設定時に一度だ
け行われます。それ以降は、同じポリシー内でプロパティのポリシーグループを変更しても、オー

バーライドが設定されているポートには一切影響しません。

オーバーライドの作成時に、ポート割り当て済みのポリシーグループが設定されていない場合、

上記のプロパティの暗黙のコピーはできません。代わりに、オーバーライド設定のプロパティ（対

応するポリシーに複数のプロパティがある）にはデフォルト値が割り当てられます。ポリシーグ

ループがその後設定されるとき、これらのプロパティはオーバーライド設定では変更されません。

ユーザはポリシーグループ自体を設定してからオーバーライドを作成することが推奨されます。

すでない場合は、所望の設定を行う際に、（オーバーライドのプロパティに対してデフォルト以

外の値を使用してポリシーグループを設定する際に、それに先立ちこれらのプロパティの設定が

暗黙的にデフォルトに設定される場合は）ポリシーグループの設定に加えてオーバーライドも設

定する必要が発生しかねません。

手順の概要

1. configure
2. leafnode-id
3. interfacetype
4. policy-grouppolicy-group-nameforce
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：
apic1# configure

ステップ 1   

設定するリーフを指定します（複数可）。node-idは、設定
を適用する単一のノード ID、または node-id1-node-id2形式
の IDの範囲にすることができます。

leafnode-id

例：
apic1(config)# leaf 102

ステップ 2   

オーバーライド設定を使用するインターフェイスまたはイ

ンターフェイスの範囲を指定します。

interfacetype

例：
apic1(config-leaf)# interface
ethernet 1/2

ステップ 3   

ポリシーグループをインターフェイスまたはインターフェ

イスの範囲に強制適用し、インターフェイスのオーバーラ

イド設定をすべて削除します。

policy-grouppolicy-group-nameforce

例：
apic1(config-leaf-if)# policy-group
pg1 force

ステップ 4   

例

次に、ポリシーグループを適用した後、リーフノード 101でポート eth1/1の速度設定をオーバー
ライドする例を示します。ACIモデルでは、速度はプロパティ autonegおよび link debounce time
も含むポリシーの一部です。このため、これらのプロパティは pg1のオーバーライドが設定され
るときに速度ポリシーグループからコピーされます。

apic1# configure
apic1(config)# interface policy-group pg1
apic1(config-pol-grp-if)# speed 10G
apic1(config-pol-grp-if)# cdp enable
apic1(config-pol-grp-if)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/1-2
apic1(config-leaf-if)# policy-group pg1
apic1(config-pol-grp-if)# exit
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/1
apic1(config-leaf-if)# speed 1G
apic1(config-leaf-if)# show running-config

leaf 101
interface ethernet 1/1

policy-group pg1
speed 1G
autoneg on
link debounce time 100

interface ethernet 1/2
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policy-group pg1

次に、リーフノード 101でポート eth1/1からオーバーライド設定を削除する例を示します。

apic1# configure
apic1(config)# leaf 101
apic1(config-leaf)# interface ethernet 1/1
apic1(config-leaf-if)# policy-group pg1 force
apic1(config-leaf-if)# show running-config

leaf 101
interface ethernet 1/1

policy-group pg1
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